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研究課題名 ナノ制御された細胞認識素子の設計と生体計測・組織工学への展開

in vitro in研究の概要等 本プロジェクトでは 生体外環境 での組織再構成は何故生体内環境， （ ） （

）に迫れないのかを明らかにするためにナノレベル（リガンドクラスターレベvivo

in vitroル での微小環境をキャラクタライズする細胞認識素子 プローブ を設計し） （ ） 、

in培養での細胞内外の一個レベルでのナノ微小環境を計測する さらに 今までの。 、

培養では困難なため殆ど考慮されていなかった３次元的環境を実現し，細胞のvitro

再構成・組織化に関する基本的シナリオを確立する。それをナノ制御された組織工

学デバイスや臓器チップとして応用することを目的とする。

本研究は、細胞外マトリックス工学とも言うべき設計論に基づき、細胞の各種レ

セプター等に特異的に認識される糖鎖、タンパク質、ホルモン等のモデルリガンド

を細胞の性質に合わせてクラスターレベルで設計する（ 。さらにそれらをナノfig）

Computer-Aided Matrix空間制御したバイオマテリアルを開発する。また、

という我々独自のコンセプトに基づき、人工ナノファイバーで構成Biology(CAMB)

された細胞外マトリクスを二光子励起法によって作成し、それをコンピューターの

メモリー上で容易に解析できる、２次元／３次元的ゲル内培養に替わる新しい培養

法を開発する。
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